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〇プレミアム付商品券発行事業（5千円で7千円分商品券、28万冊発行） 20億2,449万9千円
〇防災対策事業（指定避難所の新型コロナウイルス感染防止） 1,000万円
〇中小企業・小規模事業者支援事業（津がんばるマルシェ実施） 800万円
〇教育指導活動支援事業（小中学校生徒1人1台端末の購入費） 10億9,524万8千円
〇財産の購入について（高規格救急自動車2台） 3,493万6千円
〇工事請負契約（津球場公園内野球場メインスタンド等改修工事） 1億7,804万6千円
〇工事請負契約（西が丘小学校大規模改造（第3期）工事） 4億1,178万5千円
〇工事請負契約（久居中学校大規模改造（第3期）工事） 4億8,606万8千円
〇工事請負契約（津リージョンプラザ空調設備その他改修工事） 2億2,320万1千円

今定例会での補正議案の主な事業と予算額
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吉田ひろやす吉田ひろやす吉田ひろやす

　皆様からの声（要望）を形（実現）に出来る活動に全力で取り組んで参ります。今後とも皆様の
吉田博康に対する更なるご支援とご指導を心よりお願い申し上げます。

新型コロナウイルス対策などの補正予算が可決
　日頃は、吉田博康の活動に対しまして格段のご支援をいただいており
ますこと感謝申し上げます。6月8日から7月3日までの26日間、令和
2年第2回津市議会定例会が開催され、報告14件・議案21件の合計35 
件を全て可決・承認しました。
　令和2年度の一般会計補正予算として40億779万8千円を増額し、補
正後の予算額は1,436億9,559万1千円となりました。今議会では、国か
らの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の残金を活用し
て、津市独自のプレミアム付き商品券の発行など新型コロナウイルス感
染症対策費に充当しました。また新型コロナウイルス感染症対策の生活支援策として5月の
臨時議会において可決しました。
　国からの特別定額給付金の給付について、津市は人口の98.07％（7/3現在）への給付
を完了させることができました。

  新型コロナウイルス感染症が市民の皆さんの生活に様々な影響を及ぼしている状況だと
思います。今定例会でも、国からの新型コロナウイルス感染症関連対策の予算計上と会期
中に成立した国の第2次補正予算の内容についての追加議案がありました。今回の津市の
補正予算の中では避難所対策費として1,000万円の計上がありました。雨の多くなるこれ
からの時期は、台風や大雨による災害の発生も懸念されます。指定避難所における新型コ
ロナウイルス対策は重要になってまいります。しかしながら今回の補正予算の1,000万円
では、180か所もある津市の指定避難所のすべてに満足のいく新型感染症対策ができませ
ん。今後も国から交付される地方創生臨時交付金等を活用し、指定避難所への新型感染症
対策の充実に向けて、簡易間仕切りや段ボールベッド等の必要物品を購入していただける
よう市へ要望してまいります。

令和2年第2回定例会を終えて

総務財政常任委員会に
おいて議案に対して質
疑をする様子



事務所
〒514-0315 三重県津市香良洲町3685-6
TEL/FAX：〈059〉271-6577

連絡先
〒514-8555 津市藤方1668番
パナソニックライフソリューションズ労働組合内
TEL：059-228-9129　FAX：059-228-1613
E-mail：yoshida.world@jp.panasonic.com

吉田ひろやす後援会

ご意見・ご要望は、下記連絡先にFAXしてください

市政へのご意見・ご要望は吉田博康へ

令和2年第3回定例会の日程（予定）

◆ 問い合わせ：津市議会事務局（TEL 229－3222）
◆ 津市議会ホームページをご確認ください。

※変更される場合もありますので、ご確認下さい。
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本会議と委員会を
インターネット生中
継及び録画放送し
ます。また、ケーブ
ルテレビ（ＺＴＶ）の
6チャンネルにて
本会議の録画放送
（後日）は、これまで
通り行っております。

新しい生活様式の中で
〈WITHコロナ・アフターコロナを考える〉

　未曾有の新型コロナウイルス感染拡大から少し落ち着きを取り戻した今
こそ、今後この新型コロナウイルスとどう付き合っていくのか、第2波、
第3波にどう備えるのかということが重要であると思います。治療薬やワ
クチンが今だにない状況の中では、新しい生活様式を社会全体に定着させ
ながら、各人が感染予防に努めクラスター(集団感染)などを発生させない
ように生活をしていくことが重要になります。また今後は、活動範囲の制限が解除されたこと
で、感染リスクを抑えながらも一人ひとりの活動範囲が徐々に広がっていくことが予想されます。
　今定例会でも、新型コロナウイルス関連で多くの議論を交わしました。
　治療薬やワクチンができるまでのWITHコロナの状態では、リスクを考えて行動することが
必要です。そして治療薬やワクチンが開発されたあとのアフターコロナの状態においても、私
たちの生活は新型コロナウイルスが流行する前の状態には戻らないのではないかと言われてお
ります。そういった中で行政として、新型コロナウイルスとの共存をしっかりと見据えた政策
を打っていけるよう私も声をあげていきます。前例が通用しない中で、現在の生活不安や社会
不安などを少しでも和らげることができるよう私も努めて参ります。皆様の生活の中で、新型
コロナウイルス感染症関連により、困っていること、または改善をお願いしたいことなど、ご
ざいましたらご連絡をいただきたいと思います。この難局を皆様と共に乗り越えていきましょう。

8月31日（月） 開会日
9月 7日（月）～ 8日（火） 会派代表質問（予定）
9月 9日（水）～10日（木） 個人質問（予定）
9月14日（月）～17日（木） 各常任委員会
9月18日（金）23日（水）24日（木） 決算特別委員会
10月 1日（木） 閉会日


